
校時程

主な年間行事予定

月 行 事

１

学
期

４
始業式・入学式・二者面談・参観日
PTA総会・避難訓練・交通安全教室

５
学校運営協議会・運動会

６
中学校総合体育大会・参観日・薬物乱用防止教室

・学園生総会・定期テスト・修学旅行（６年）職場体験学習

７
学校支援訪問・非行防止教室・お話会

終業式・三者面談

２
学
期

８
始業式

９
参観日・中学校秋季体育大会・立志のつどい

10
前期通知表配布
合唱コンクール・全校集会・宿泊学習(５年)

11
音楽大会・参観日（生涯学習のつどい大会）

定期テスト・お話会

12
修学旅行（８年）持久走ロードレース大会

鑑賞教室・終業式

３
学
期

１
始業式・避難訓練・給食感謝集会

２
定期テスト・参観日・学校運営協議会・お話会

３
送別行事・卒業式・修了式・後期通知表配布

児童生徒数 校務分掌組織

１組 ２組 特別支援
学級

計

１学年 ２２ ２１ ０ ４３

２学年 ２４ ２５ １ ５０

３学年 ２８ ３０ ５ ６３

４学年 ２２ ２３ ５ ５０

５学年 ２７ ２６ ３ ５６

６学年 ２９ ３１ ２ ６２
前期課程計 ３２４

７学年 ２４ ２４ ０ ４８

８学年 ２４ ２３ ０ ４７

９学年 ２８ ２８ １ ５７
後期課程計 １５２

総計 ４７６

※特別支援学級内訳
少人数１組( ３年：知的 ３名）
少人数２組(１～４年：情緒 ８名)
少人数３組(５～６年：情緒 ５名）
少人数４組(７～９年：情緒 １名）

校

長

２学年
メンバー

１学年
メンバー

３学年
メンバー

４学年
メンバー

６学年
メンバー

５学年
メンバー

７学年
メンバー

９学年
メンバー

８学年
メンバー

○校務分掌は各ステージの代表
者で構成し、業務内容は全学
年を対象とする。

○教頭は担当分掌部の相談・支
援に当たる。

○原則として、各部長・副部長は
前後期課程籍の組み合わせと
する。

〇特別支援サポーターは特別支
援教育部付として属し、可能な
限り分掌部会に参加する。

相談

相談

学習指導部
７人
部 長
副部長
部 員

保健安全部
８人
部 長
副部長
部 員

※養護教諭を含む

生徒指導部
８人
部 長
副部長
部 員

※養護教諭を含む

研究部
４人
部 長
副部長
部 員

学
校
運
営
調
整
会
議

特別支援教育部
６人
部 長
副部長
部 員

前期教頭
生徒指導部
学習指導部

特別支援教育部

職
員
会

企
画
会

後期教頭
研究部

保健安全部
特別支援教育部

教務部
部 長
副部長
副部長
部員

事務部
部 長
副部長

会計年度



ＩＣＴを活用した授業のパターンモデル 

授業の中でＩＣＴを活用できるパターンを整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習課程と活動内容 

導
入 

前時までの復習・小テスト 

課題課題（めあて）の提示 

資料の提示 

意見交換・発表 

課
題
探
究 

課題に対する仮説の設定 

課題の検証計画 実験・観察 

教師による説明（提示に同じ） 

情報収集 

意見交換

発表 

記録・まとめ 

ジャストスマイルネクスト等学習アプリの活用 

カード・アンケート（ロイロノート）等を活用

し、個人の考えを発表・共有することで、考え

をまとめる 

資料箱（ロイロノート）を活用し課題を配付 

プレゼンテーションソフト・動画や写真の提示 

デジタル教科書・他 

カード・シンキングツール（ロイロノート）を

活用し課題の検証計画を立てる。 

カード・（ロイロノート）・写真・動画機能を活

用し実験の操作や結果を記録。提出。 

インターネット等を活用して情報を収集 

集めた情報はロイロノートなどに記録 

提出箱に自分の意見を書いたカードを提出（ロ

イロノート）することで意見を共有する。ま

た、プレゼンテーションで意見を発表する。 

ま
と
め 

本時の授業のまとめ 
授業のまとめを教師が提示 

各自でまとめを考えてカード（ロイロノート）

に記入。また提出箱を使って意見を提出・共有

することで深化を図る。 
学習内容定着のためのドリル学習 

ジャストスマイルネクスト等学習アプリの活用。 

テストカード（ロイロノート）を使った小テスト

の実施。 

「まとめ」の発表と学級での共有 

木城スタンダード 
～ 授業づくり ・ すすめ方のポイント ～ 

全ての先生方が全ての授業で共同実践することで、みどりの杜木城学園の児童生徒

を誰一人取り残さず、大切に育てていくための指針とします。 
 

授

業

前 

① 単元における本時の位置付けや身に付けさせたい資質・能力の明確化 

② 本時の評価規準と評価方法の明確化 

③ 指導する児童生徒の実態（既習事項や定着度／レディネス）の把握 

④ 学習規律（正しい姿勢・話し方・聞き方等）の育成（※学びのやくそく） 

⑤ 板書計画やＩＣＴ（モニターやタブレット等）機器の活用計画 

（※ＩＣＴ活用場面がない授業もある。） 
    

● 教師も１分前までに入室し、児童生徒とコミュニケーションをとったり 

授業の準備をしたりする。 

導

入 

● 児童生徒一人一人に、「なぜ？どうして？」 

と問いをもたせたり、思いや願いを生かした 

りするような事象提示をする。 

● 「本時は何を学習するか、何がわかる・できるようになればよいか」

明確な「めあて」が設定される。（※全ての授業で（め）カードの使用） 

● 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
（
※
木
城
モ
デ
ル
参
照
） 

展

開 

● 解決への見通しをもたせる。 

 ・ 答え（結果）の見通し 

・ 方法の見通し 

● 個での思考（解決）場面がある。 

 （※机間指導・個に応じた指導） 

● 集団での思考（解決）場面がある。 

児童生徒同士で交流し、考えを共有したり比較したりする時間（場）

がある。（ペア、グループ（3～4人）、リトルティーチャー等） 

終

末 

● 習熟を深めるための問題に取り組ませる。（問題集等の活用） 

● 身に付けさせたい資質・能力に基づいた「まとめ」をする。 

（※（ま）カードの使用／本時の学習内容や活動を基に自分の言葉でま

とめさせる。※発達段階に応じて） 

● 授業の振り返りをさせる。 

（何が分かったか、できるようになったか。新たな課題は生まれたか。） 

全

体 

● 挙手等による発表（表現）の機会（場面）を設ける。 

● 教師の指示や発問、説明を精選する。（※しゃべり過ぎない。） 

 

学力向上の取組

校舎の施設設備コンセプト

地域と学校をつなぐ地域ラウンジ
○地域住民が利用する場
○地域住民専用の出入り口

地域との交流の場

安全・安心の場

ゆとりある学習環境

充実したＩＣＴ環境
○Ｗｉ－Ｆｉ環境
○常駐するＩＣＴ支援員

学園生交流の場

学園生玄関からつながる交流スペース
○階段状のステージ
○2階からも観覧できる吹抜
○広々とした人工芝の中庭

全学園生が利用する図書館
○吹抜による広い空間
○広い窓と木による明るく優しい空間

明るく広いスペース
○広々とした各教室、特別教室と廊下
○出入り口

地域の避難所、地域防災の拠点
○学園生が防災意識を高める場
○地域住民が利用する場

最先端の環境


